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「D」をアレンジしたもので、緑は大山の恵み、青はきれいな水、水色は

澄んだ空気を表しています。これらの豊かな環境資源の中で元気に躍動

する大山町の姿を描いています。 

 

（平成１７年９月１５日制定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

私たち大山町民は、豊かな自然と輝かしい伝統・文化を有するふるさと大山に誇りを

持ち、明るく住みよい町をつくるために、この憲章を定めます。 

 

一．大山の恵みに感謝し、豊かな自然や文化を守りましょう。 

一．温かい家庭や地域の中で、健やかな心と体を育てましょう。 

一．信頼とつながりを大切にし、みんなの力でまちづくりを進めましょう。 

一．一人一人が大切にされ、互いに支え合う町をつくりましょう。 

一．誇りを持って仕事に励み、活力とにぎわいのある町をつくりましょう。 

 

（平成２７年１０月１０日制定） 

 

 

   
 

ハマナスは、バラ科の植物で５月中旬から６

月にかけてバラによく似た花を咲かせます。カム

チャツカ半島、ベーリング海沿岸、樺太、北海道

などにかけて分布する北方系の植物で海浜上

に自生します。大山町松河原の下市川河口の群

落は、「ハマナス自生南限地帯」として、昭和５８

年７月２に国の天然記念物に指定されました。 

 

 

 

キャラボクは、日本固有のイチイ科の常緑低木

で雪に強く、日本海沿いの山地に沿って分布し、

大山が分布の南西限です。大山町大山の大山８

合目（標高１，６００ｍ）付近から頂上にかけての北

西傾斜面には、約８haに及ぶ日本最大のキャラボ

クの群落が広がっています。この群落は、「大山の

ダイセンキャラボク純林」として、昭和２７年３月２９

日に国の特別天然記念物に指定されました。 

 

  

 
（平成２７年１０月１０日制定）  （平成２７年１０月１０日制定） 

 



 

 

 

 

大山賛歌 わがこころの山 

作詞／松田 美代子 

補作／松井 由利夫 

作曲・編曲／川口 真 

 

あなたがもしも ひとりになって 

静かにこころを みつめてみたい 

そのときは 大山
だいせん

に行こう 

きゃらぼくの みどり葉
ば

が 

あなたのさびしさを つつんでくれる 

そう、大山はみどりが いっぱいだから 

 

あなたがもしも 愛する人と 

明日
あ し た

のひかりを 夢みてみたい 

そのときは 大山に行こう 

北壁
きたかべ

の きびしさが 

ふたりに人生を おしえてくれる 

そう、大山はひかりが いっぱいだから 

 

あなたがもしも 自然の中で 

親しい仲間と 話してみたい 

そのときは 大山に行こう 

銀
しろがね

のいただきで 

小鳥があこがれをうたってくれる 

そう、大山は小鳥が いっぱいだから 

 

 

（平成２７年１０月１０日制定） 
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町長あいさつ 

 

 

 

時代は今、大きな転換期を迎えようとしています。少子化・高齢化といった人口問題が進展

し、日本ではこれまでに類を見ない水準の人口減少を経験することになると予想されていま

す。さらに、激甚化する自然災害や思いもよらなかった新型コロナウイルス感染症の拡大など、

日本だけでなく世界全体に深刻な影響を与える激しい変化が生まれています。 

 

目まぐるしく移り変わる社会経済状況における様々な課題に対して、本町においてもスピー

ド感を持って取り組んでいくことが求められています。このような変化の激しい時代だからこ

そ、未来に向けたまちづくりの指針を明らかにし、行政として的確なかじ取りを行い、安心して

住み続けることができる環境づくりを推進しなければなりません。 

子どもからご年配の方まで、一人でも多くの人が、「大山町に住んでよかった」、「大山町

に住み続けたい」、「大山町に戻ってきたい」と感じられるまちづくりを進め、町民のみなさん

が暮らしやすい町をつくることが重要です。 

 

令和８年４月から、「第三次大山町総合計画」のもと、大山町のまちづくりは新たなステージ

へと進みます。本計画では、大山町のまちづくりの基本理念を「わくわく楽しい未来につなが

るまち～人と人、人と自然が紡ぐまちの豊かさ～」と定めています。本計画を着実に進めていく

ことで人口減少対策をさらに前に進め、町民一人ひとりが楽しさやにぎわいを感じることの

できる大山町をめざします。みなさまにおかれましては、大山町の「わくわく楽しい未来につな

げる」ためにも、引き続きお力添えをいただければ幸甚に存じます。 

 

結びに、本計画の策定に当たりまして、慎重にご審議いただきました審議会委員のみなさ

まをはじめ、ワーキング・グループ会議委員、議員のみなさま、多くの町民の方々のご支援ご

協力を賜りましたことに心から感謝を申し上げます。 

 

 

令和８年（２０２６年）３月           

        

 


